
○ 点検・調査等の現場作業を行う際には、酸素欠乏、硫化水素中毒，転落等の危険が潜んでいることを十分に認識し、常に厳重な安全確認を行う
必要がある。労働安全衛生対策のうち、硫化水素中毒については特に注意が必要である。

○ なお、過去問題がなかった現場においても、作業中に硫化水素濃度が上昇し事故に至った事例もあることから、汚泥の流量など現場環境は必ず
しも一定ではないため、作業前の濃度測定に加え、作業中は硫化水素濃度の変化に常時対応できる体制を構築することが重要である。

○ 国土交通省は、これらの事故を踏まえ令和 7 年 8 月 4 日に「下水道管路内作業における安全確保の徹底について」の事務連絡を下水道管理者
と委託事業者に向けて発出し、安全確保の徹底を最優先することを要請している。詳細については、国土交通省のホームページ（下水道セーフ
ティネット）に公表されているので参考とされたい。

○ また、下水道管理者においては「管内 NO Entry」の実現に向けた下水道管路点検の推進に関する基本的考え方を踏まえ、潜航目視によらない
方法を最優先して導入し、安全かつ効率的な実施に努めるとともに、管内作業を伴う場合は必要に応じて作業の経過を見ながら安全管理状況を
チェックするなど、事故防止の徹底を図ることが重要である。

下水道管内作業の安全衛生管理（全国の事故事例紹介を含む）

○ 管路施設へ潜行する場合、関係法令を遵守し、調査員及びマンホール周辺を通行する第三者の安全を確保
しなければならない。下水道特有の危険性について全国の事故概要を含め紹介する。

基本方針について

埼玉県行田市の陥没事故の概要
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